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下諏訪町、旦過湯は湯田町にある（下諏訪の歴史より）
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f
　
遍
路
道
と
旦
過

　
遍
路
道
は
、
も
と
も
と
は
主
要
な
都
市
と
近
郊
、
あ
る
い
は
他
の
都
市
と
を
結
ぶ
街
道

で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
部
分
が
札
所
巡
り
に
利
用
さ
れ
て
、
四
国
を
一
巡
す
る
道
と
な
っ
た
。

遍
路
道
に
は
擦
過
地
名
が
多
い
。
四
国
に
は
徳
島
藩
の
駅
路
寺
の
よ
う
な
伝
統
が
あ
り
、

遍
路
の
旅
を
援
助
し
て
い
た
。
旦
過
も
そ
の
前
身
で
あ
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
し
か

し
す
べ
て
が
遍
路
の
た
め
で
あ
っ
た
と
即
断
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
。
禅
宗
系
統
の
も
の

も
あ
る
し
、
遍
路
道
か
ら
は
ず
れ
た
も
の
も
少
な
か
ら
ず
あ
る
。

　
平
成
一
三
年
（
二
〇
〇
〇
）
に
こ
れ
ら
の
い
く
つ
か
を
訪
れ
た
。
久
万
町
西
明
神
・
丹

花
は
松
山
往
還
か
ら
は
わ
ず
か
に
離
れ
て
い
た
が
、
脇
道
沿
い
に
あ
っ
て
、
小
字
風
呂
川

に
隣
接
し
て
い
た
。
西
明
神
は
菅
生
大
宝
寺
に
近
い
。
遍
路
道
は
そ
れ
よ
り
鴇
（
ひ
わ
）

田
峠
を
越
え
て
二
名
（
ニ
ミ
ョ
ウ
）
に
下
り
、
そ
れ
よ
り
下
坂
場
峠
を
越
え
て
総
津
に
出

る
。
途
中
の
二
名
で
は
字
■
タ
ン
バ
タ
」
が
検
出
で
き
な
か
っ
た
。
ど
う
や
ら
上
厚
の

■
タ
ニ
ハ
タ
」
の
誤
り
ら
し
か
っ
た
。
谷
端
は
谷
地
形
に
は
比
較
的
多
い
地
名
で
あ
る
。

し
か
し
、
か
わ
り
に
富
重
・
大
師
堂
の
近
く
に
■
ヘ
ン
ド
ゴ
ヤ
」
の
地
名
を
確
認
し
た
。

「
遍
路
小
屋
」
で
あ
ろ
う
。
大
師
堂
に
は
や
は
り
一
乞
食
辺
土
」
も
宿
泊
し
よ
う
と
し
た

が
、
行
き
だ
お
れ
る
可
能
性
の
あ
る
「
辺
土
」
は
、
村
境
ま
で
追
い
だ
さ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
村
人
に
た
い
へ
ん
な
負
担
が
か
か
る
か
ら
だ
と
い
う
話
を
聞
い
た
。
た
だ
し
富
重

は
遍
路
道
の
道
筋
そ
の
も
の
で
は
な
い
。
遍
路
道
に
沿
っ
て
幅
広
く
遍
路
た
ち
の
生
活
圏

が
あ
っ
た
よ
う
だ
。

　
鴇
（
ひ
わ
）
田
峠
近
く
に
は
開
拓
村
が
あ
る
。
そ
こ
に
一
軒
だ
け
残
っ
て
い
る
農
家
で

話
を
聞
か
せ
て
も
ら
っ
た
。
遍
路
を
何
人
も
世
話
し
、
最
後
は
金
銭
的
な
面
倒
も
見
た
こ

と
も
あ
っ
た
が
、
裏
切
ら
れ
た
話
、
行
き
倒
れ
た
娘
の
幽
霊
が
な
ん
ど
も
訪
ね
て
き
た
こ

と
、
な
ど
を
き
く
こ
と
が
で
き
た
。
娘
が
あ
ま
り
に
出
没
す
る
の
で
、
「
わ
し
に
何
の
恨

み
が
あ
る
ん
か
」
と
い
っ
た
ら
「
珍
ら
し
い
か
ら
」
と
い
っ
た
、
と
苦
笑
し
て
い
た
。
遍

路
の
墓
と
い
う
土
の
盛
り
上
が
り
も
そ
こ
、
そ
こ
に
あ
っ
た
。
結
核
の
旅
人
が
多
か
っ
た

と
い
う
。

　
広
田
町
総
津
の
田
鍬
（
タ
ン
グ
ア
）
は
小
字
チ
ョ
ウ
デ
ン
ヂ
す
な
わ
ち
曹
洞
宗
秀
禅
寺

の
前
身
で
あ
る
長
蓮
寺
の
旧
地
に
近
か
っ
た
。
付
属
す
る
旦
過
寮
で
あ
ろ
う
。
道
ば
た
に

お
堂
が
あ
っ
て
、
い
か
に
も
旦
過
の
風
景
だ
っ
た
。
風
呂
の
奥
と
い
う
地
名
も
同
じ
総
津

の
な
か
に
あ
っ
た
。
長
蓮
寺
も
曹
洞
宗
だ
と
さ
れ
て
い
る
が
、
真
言
宗
と
し
た
も
の
も
あ

る
。
遍
路
道
よ
り
は
離
れ
て
お
り
、
禅
宗
寺
院
と
の
関
連
で
考
え
た
い
。

　
宇
和
町
上
松
葉
の
タ
ン
ガ
は
寺
の
後
背
の
山
林
だ
っ
た
の
で
、
意
外
な
感
じ
が
し
た
。

旦
過
寮
に
付
設
す
る
維
持
の
た
め
の
山
林
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
は
村
民
の
墓

地
が
あ
っ
て
、
そ
こ
に
ハ
ン
セ
ン
病
患
者
が
集
団
で
生
活
し
て
い
た
話
を
聞
く
こ
と
が
で

き
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
四
七
頁
へ
）
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“
勾
即
恥
9
2
鱒
樹

氷
丸
舜
脇
・
段
珊
屋
鼻
　
寺
搬
t
り
揃
鯉
丹
ゲ
・
　
”
　
　
　
　
　
　
　
　
　
池
　
　
　
イ
リ
正
シ
堀
《
ノ
友
　
の
藁
葺
曽
刀
マ
高
　
卵
呼
ア
み
大
が
桐
三
斑
竹
　
東
中
長
ハ
不
宮
田
ワ

－
　
　
一
’
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曽根地区の保ノ木一覧（50タンクワ、83風呂田）

　
四
国
の
旦
過
を
論
じ
る
場
合
、
直
接
的
な
関
連
は
定
か
で
は
な
い
が
、
音
の
通
じ
る
徳

島
の
「
探
禾
」
に
つ
い
て
は
、
や
は
り
言
及
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。
以
下
は
富

永
文
書
に
あ
る
「
水
卜
居
（
ミ
ズ
ワ
リ
）
等
記
録
」
の
一
部
で
あ
る
。

「一
掃
除

　
此
掃
除
之
義
ハ
三
好
郡
住
居
二
相
限
之
事

一
猿
島

一
茶
高
師

　
右
高
富
之
者
、
先
年
よ
り
棟
付
帳
、
宗
門
帳
、
別
帳
二
申
付
四
捨
へ
と
も
、
元
建
不
相

見
、
畢
一
日
多
二
相
准
之
義
と
相
見
候

付
リ
　
探
禾
之
義
も
本
文
身
内
之
者
、
同
様
三
者
に
て
諸
事
右
二
相
准
取
扱
候
、
尤
探
禾

ノ
義
ハ
板
野
郡
ノ
ロ
浦
住
居
二
相
両
州
事

一
走
高
小
役
共
申
付
候

　
　
但
猿
率
之
内
無
役
二
申
付
候
者
も
有
之
、
走
役
申
付
候
者
も
有
之
、
匠
々
二
相
成
居

　
　
候
へ
共
、
正
徳
享
保
棟
付
御
忌
通
匿
之
七
二
居
置
候
様
、
文
化
十
四
甲
高
棟
守
記
録

　
　
二
有
之

一
諸
島
之
義
ハ
村
役
人
当
ニ
テ
役
人
添
書
ヲ
以
願
出
候

一
知
行
割
之
節
ハ
給
知
転
入
二
相
成
引
船
相
見
候

一
械
多

　
　
右
身
居
棟
付
帳
、
宗
門
帳
、
別
帳
二
申
付
来
実
者
選
一
ノ
様
正
徳
三
巳
年
棟
付
記
録

　
　
二
有
之

一
諸
島
之
義
ハ
村
役
人
当
役
人
添
書
二
決
三
指
出
候

一
養
子
取
組
之
義
ハ
、
百
姓
二
同
断
、
暇
謹
文
二
愚
見
印
候
筈
、
享
保
十
三
申
年
棟
付
記

　
　
録
二
有
之

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」

　
右
記
は
『
富
永
家
古
文
書
並
に
蔵
書
』
と
し
て
徳
島
市
八
万
公
民
館
よ
り
公
刊
さ
れ
た

史
料
（
昭
和
五
六
年
刊
）
で
、
富
永
家
は
徳
島
市
沖
浜
町
居
屋
敷
に
所
在
し
た
旧
家
で
あ
る
。

　
ま
た
宝
暦
六
年
板
野
郡
人
口
調
を
見
る
と

　
「
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一
　
上
下
板
野
郡
村
数
百
弐
拾
弐
ヶ
村

男
女
合
五
万
七
千
弐
百
四
人

　
　
内

弐
万
八
千
百
弐
拾
弐
人
　
　
　
百
姓

（
中
略
）

男
女
合
七
百
五
拾
六
人

　
　
内

三
百
五
拾
九
人

拾
九
人

五
人
拾
五
人

三
百
五
拾
八
人

　
稼
多

　
猿
牽

茶
兜
扱

　
探
禾

　
　
女

総
人
数
合
五
万
七
千
九
百
五
拾
六
人

（
後
略
）
」

と
あ
り
、
ま
た
つ
づ
く
宝
暦
十
二
年
板
野
郡
人
口
調
で
も

「三
百
四
拾
人
　
　
　
　
　
　
　
　
稼
多

拾
八
人
　
　
　
　
　
　
　
　
　
猿
牽

四
人
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
茶
兜
扱

拾
八
人
　
　
　
　
　
　
　
　
　
探
禾

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」

と
あ
っ
て
、
ほ
ぼ
同
じ
構
成
に
な
っ
て
い
る
（
以
上
は
『
阿
波
藩
民
政
資
料
』
・
大
正
三

年
・
徳
島
県
物
産
陳
列
場
発
行
、
七
八
六
～
七
九
一
頁
）
。
な
お
以
上
の
史
料
に
つ
い
て

は
徳
島
県
教
委
・
福
家
清
司
氏
よ
り
提
供
お
よ
び
御
教
示
を
え
た
。

　
掃
除
・
猿
牽
・
茶
笑
師
は
「
械
多
」
身
分
に
準
ず
る
存
在
で
、
探
禾
は
ま
た
そ
れ
に
準

ず
る
存
在
だ
っ
た
。
人
数
も
少
な
く
、
お
そ
ら
く
は
残
酷
で
冷
酷
な
扱
い
を
受
け
た
「
稼

多
」
身
分
よ
り
は
差
別
の
程
度
が
軽
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
今
回
は
こ
の
探
禾
の
実
態
、
お
よ
び
そ
れ
が
旦
過
と
関
連
す
る
の
か
ど
う
か
に
つ
い
て

は
十
分
考
え
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
が
、
「
合
類
節
用
集
」
に
「
乞
食
部
屋
を
旦
過
屋

と
日
ふ
」
と
あ
る
こ
と
、
『
日
葡
辞
書
』
に
「
タ
ン
グ
ァ
ま
た
は
タ
ン
グ
ァ
ヤ
、
げ
○
ω
官
け
巴

修
道
院
付
属
救
護
所
の
よ
う
な
家
で
、
巡
歴
す
る
坊
主
の
宿
泊
す
る
所
」
、
「
タ
ン
グ
ァ
ヤ

の
よ
う
な
所
、
大
勢
の
人
々
が
諸
方
か
ら
や
っ
て
来
る
修
道
院
付
属
救
護
所
の
よ
う
な
所
、

ま
た
は
家
」
と
説
明
し
て
い
る
こ
と
、
げ
○
ω
官
け
巴
に
つ
い
て
は
『
羅
尊
書
対
訳
辞
書
』

（一

ﾜ
九
五
、
天
草
版
）
が
「
修
道
院
の
経
営
す
る
旅
人
の
無
料
宿
泊
所
、
救
護
所
」
と

解
説
し
て
い
る
こ
と
、
出
○
ω
官
け
ご
日
に
つ
い
て
も
［
乞
食
貧
人
ヲ
請
ジ
置
ク
家
」
と
し

て
い
る
こ
と
と
の
関
連
が
、
当
然
に
想
定
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
旦
過
そ
の
も
の
が
差
別
に
関
連
す
る
と
い
う
事
例
は
、
他
に
は
な
い
。

今
後
の
検
討
、
吟
味
が
必
要
と
さ
れ
よ
う
。
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第
二
章
　
犬
の
馬
場

　
「
犬
の
馬
場
」
は
犬
追
物
を
開
催
し
た
馬
場
を
さ
す
。
犬
追
物
と
は
流
鏑
馬
、
笠
懸
と

な
ら
ぶ
武
芸
競
技
で
、
鎌
倉
時
代
か
ら
室
町
時
代
に
か
け
て
盛
ん
に
行
わ
れ
た
。
馬
に
乗
っ

た
武
士
が
動
物
、
つ
ま
り
逃
げ
る
犬
を
標
的
に
し
た
。
「
縄
の
犬
」
と
「
外
の
犬
」
が
あ

り
、
前
者
か
ら
後
者
に
連
続
し
た
。
■
縄
の
犬
」
で
は
、
土
俵
の
中
央
か
ら
飛
び
出
よ
う

と
す
る
犬
が
、
太
い
縄
を
飛
ぶ
瞬
間
に
射
た
。
そ
の
と
き
に
失
敗
す
る
と
「
外
の
犬
」
と

な
り
、
馬
場
外
を
追
い
か
け
て
射
た
。
弓
手
（
ゆ
ん
で
、
左
手
）
に
弓
を
も
つ
。
手
綱
を

も
つ
手
で
あ
る
馬
手
（
め
て
、
右
手
）
に
は
矢
を
番
え
た
。
手
綱
は
放
さ
ざ
る
を
え
な
い
。

つ
ま
り
両
手
放
し
に
な
っ
て
、
射
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
か
ら
、
き
わ
め
て
困
難
で
、

落
馬
が
多
か
っ
た
。
「
外
の
犬
」
に
な
れ
ば
中
る
確
率
は
き
わ
め
て
低
く
な
っ
た
。
動
的

で
豪
快
だ
っ
た
か
ら
、
見
る
も
の
に
も
お
も
し
ろ
く
、
桟
敷
が
設
け
ら
れ
、
多
数
の
見
物

人
か
ら
桟
敷
料
を
徴
収
す
る
こ
と
も
で
き
た
。
一
直
線
に
走
る
流
鏑
馬
馬
場
や
笠
懸
馬
場

は
長
い
道
路
で
も
よ
か
っ
た
が
、
土
俵
を
必
要
と
す
る
犬
の
馬
場
は
方
形
の
区
画
を
必
要

と
し
た
。
規
模
は
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。
ふ
つ
う
は
城
の
大
手
口
に
設
け
ら
れ
た
。
一
種
の

調
練
場
、
錬
兵
場
で
あ
る

　
八
木
天
野
大
久
保
・
犬
馬
場
は
溜
池
門
前
池
の
下
で
、
水
田
で
あ
る
。

　
八
木
野
原
・
犬
馬
場
は
宅
地
と
耕
地
を
含
む
平
坦
地
で
あ
っ
た
。
馬
場
自
体
が
そ
こ
に

存
在
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
神
代
社
家
に
つ
い
て
は
土
地
台
帳
上
の
地
番
に
一
致

す
る
地
番
が
確
認
で
き
ず
、
そ
れ
に
連
続
す
る
地
番
は
河
岸
段
丘
の
斜
面
地
で
あ
っ
て
、

理
解
が
困
難
で
あ
っ
た
。
そ
れ
よ
り
下
の
河
岸
段
丘
下
の
平
坦
地
で
犬
追
物
が
興
行
さ
れ
、

こ
の
斜
面
で
見
物
を
し
た
と
し
か
考
え
よ
う
が
な
い
。

但
馬
　
出
石
郡
出
石
町
鳥
居
・
犬
馬
場
伊
豆
・
犬
馬
場
朝
来
郡
山
東
町
矢
名
瀬
・
犬
ノ

馬
場
　
ほ
か
但
馬
守
護
山
名
氏
の
館
の
あ
っ
た
出
石
周
辺
に
も
犬
ノ
馬
場
が
あ
る
こ
と
は
、
淡

路
の
特
性
と
も
共
通
す
る
。

播
磨
国
宍
粟
郡
、
山
崎
町
段
・
犬
ノ
馬
場
は
赤
松
関
連
か
。
以
上
に
つ
い
て
は
現
地
で
の

聞
き
取
り
は
で
き
て
い
な
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
五
二
頁
へ
）
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1
　
淡
路
と
但
馬

　
犬
追
物
競
技
の
行
わ
れ
た
犬
の
馬
場
は
地
名
と
し
て
多
数
が
残
っ
て
い
る
。

淡
路
に
は
津
名
郡
に
、
津
名
町
生
穂
（
い
く
ほ
）
・
犬
ノ
馬
場
　
一
宮
町
山
田
（
乙
・
丙
）
・

犬
ノ
馬
場
、

三
原
郡
に
、
三
原
町
神
代
社
家
（
じ
ん
だ
い
し
ゃ
け
）
・
犬
ノ
馬
場
　
八
木
大
久
保
・
犬

の
ば
ば
　
八
木
野
原
・
犬
馬
場

と
合
計
五
ヶ
所
に
残
る
。
と
く
に
三
原
郡
で
は
守
護
館
で
あ
る
養
宜
館
の
近
隣
地
に
残
る
。

淡
路
守
護
細
川
氏
が
犬
追
物
を
好
ん
だ
こ
と
に
、
み
ご
と
な
ま
で
に
対
応
し
よ
う
。

　
こ
れ
ら
五
ヶ
所
に
つ
い
て
は
当
日
悪
天
候
の
こ
と
も
あ
っ
て
、
現
地
は
確
認
で
き
な
か
っ

た
が
、
三
原
町
役
場
で
は
農
地
整
備
課
地
籍
調
査
係
長
・
和
田
昌
治
氏
の
ご
協
力
で
、
圃

場
整
備
前
の
国
土
調
査
図
を
入
手
し
え
た
。
和
田
氏
は
現
地
も
知
悉
し
て
い
る
よ
う
で
、

あ
る
程
度
の
話
が
聞
け
た
。
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2
　
九
州
お
よ
び
周
囲
の
「
犬
の
馬
場
」
地
名
一
覧

豊
前
（
8
）
北
九
州
市
東
朽
網
・
犬
の
馬
場
　
同
市
中
貫
・
上
貫
・
犬
の
馬
場
（
い
ん
の

ば
ば
）
同
到
津
・
犬
の
馬
場
赤
村
（
田
川
郡
）
下
赤
・
犬
の
馬
場
　
田
川
郡
金
田
町
・

犬
ノ
馬
場
　
田
川
郡
赤
池
町
上
野
（
ア
ガ
ノ
）
・
犬
ノ
馬
場
　
犀
川
町
（
旧
仲
津
郡
）
木

井
馬
場
・
犬
の
馬
場
（
い
ん
の
ば
ば
）

豊
後
（
4
）
玖
珠
町
塚
脇
・
犬
の
馬
場
　
緒
方
町
小
宛
・
犬
馬
場
　
日
田
市
犬
ノ
馬
場

別
府
市
鶴
見
・
犬
馬
場

筑
前
（
3
）
古
賀
市
（
糟
屋
郡
）
小
竹
（
お
だ
け
）
・
犬
の
馬
場
　
宗
像
市
武
丸
・
犬
の

馬
場
　
福
岡
市
（
早
良
郡
）
田
島
・
．
小
字
犬
の
馬
場
（
旧
弓
の
馬
場
町
）

筑
後
（
3
）
高
田
町
（
山
門
郡
）
竹
飯
（
竹
井
）
・
犬
の
馬
場
　
八
女
市
（
上
妻
郡
）
川

犬
・
犬
の
馬
場
吉
井
町
（
生
葉
郡
千
年
忌
）
清
瀬
（
大
村
）
・
犬
の
馬
場

肥
前
（
8
）
小
城
町
北
浦
・
犬
の
馬
場
鹿
島
市
浜
町
野
畠
・
犬
王
馬
場
　
同
市
大
殿
分

松
原
・
院
の
馬
場
　
大
村
市
三
城
・
乾
馬
場
い
ん
の
ば
ば
、
三
浦
日
泊
郷
お
よ
び
（
隣
接

す
る
）
鈴
田
大
里
郷
・
犬
馬
場
　
小
浜
町
北
本
村
名
・
い
ん
の
ば
ば
　
国
見
町
宮
田
名
・

三
寸
ノ
馬
場
い
ん
の
ば
ば
　
長
崎
県
福
江
市
犬
の
馬
場

肥
後
（
5
）
八
代
市
古
麓
・
犬
の
馬
場
、
菊
池
市
隈
府
・
院
の
馬
場
、
同
市
森
北
（
旧
妙

見
村
）
・
院
の
馬
場
　
益
城
町
砥
川
・
犬
の
馬
場
　
錦
町
木
上
（
き
の
え
）
岩
城
（
い
わ

ん
じ
ょ
う
）
・
犬
の
馬
場

薩
摩
（
6
）
伊
集
院
町
下
谷
口
・
犬
ノ
馬
場
、
加
世
田
市
麓
・
犬
の
馬
場
、
金
峰
町
花
瀬
・

犬
ノ
馬
場
末
吉
町
末
吉
郷
お
よ
び
諏
訪
方
・
犬
の
馬
場
　
入
来
町
二
牟
礼
・
犬
の
馬
場

日
向
（
6
）
宮
崎
市
古
城
・
犬
馬
場
、
同
加
江
田
・
犬
ノ
馬
場
、
同
広
原
・
犬
馬
場
、
同

浮
田
・
犬
ノ
馬
場
　
延
岡
市
旭
ヶ
丘
・
犬
ノ
馬
場
、
国
富
町
深
年
・
犬
ノ
馬
場

大
隅
（
3
）
国
分
市
・
上
小
川
（
か
み
お
が
わ
）
・
犬
追
馬
場
　
垂
水
市
田
神
・
犬
ノ
馬

場
　
志
布
志
町
麓
・
犬
ノ
馬
場

長
門
（
1
）
下
関
市
長
府
亀
の
甲
・
陰
の
馬
場

周
防
（
1
）
新
南
陽
市
富
田
・
犬
の
馬
場

石
見
（
2
）
益
田
市
益
田
本
郷
・
畜
犬
の
馬
場
、
下
犬
の
馬
場
　
浜
田
市
周
布
犬
の
馬
場

伊
予
（
1
）
上
浮
穴
郡
面
河
村
大
味
川
蔭
地
・
イ
ヌ
ノ
バ
、
・

3
　
立
地
の
三
類
型

　
A
　
館
正
面
ま
た
は
周
辺

　
南
九
州
に
も
犬
の
馬
場
地
名
は
多
く
、
と
く
に
城
下
・
麓
集
落
に
多
い
。
以
下
で
は
そ

の
立
地
を
考
え
る
こ
と
と
す
る
。

　
麓
の
場
合
、
た
い
が
い
は
館
の
前
面
に
あ
っ
た
。
犬
の
馬
場
は
調
練
場
で
あ
り
、
小
さ

な
練
兵
場
だ
っ
た
か
ら
、
当
然
か
も
知
れ
な
い
。
八
代
古
点
の
場
合
、
館
の
あ
っ
た
字

「
御
内
」
の
前
に
地
名
が
残
る
が
、
蜂
須
賀
文
書
・
文
明
七
年
（
一
四
七
五
）
感
状
に
も

■
大
手
犬
馬
場
」
と
あ
る
。
球
磨
郡
人
吉
の
場
合
、
『
下
命
記
拾
遺
』
に
人
吉
城
相
良
織
部

屋
敷
の
東
が
犬
馬
場
故
地
と
さ
れ
て
い
る
が
、
現
存
地
名
に
は
な
い
。
八
代
の
場
合
に
同

じ
く
、
相
良
旧
館
「
御
内
」
の
前
で
あ
っ
た
。
む
ろ
ん
平
坦
地
で
あ
る
。

　
菊
池
郡
隈
府
・
菊
池
城
（
正
観
寺
）
院
の
馬
場
は
『
肥
後
前
世
』
に
「
犬
追
物
ノ
跡
」

と
あ
る
。
や
は
り
城
下
（
し
ろ
し
た
）
に
隣
接
し
て
字
名
が
あ
る
。

○
加
世
田
麓

　
薩
摩
の
加
世
田
麓
す
な
わ
ち
別
府
城
（
尼
ヶ
城
）
麓
で
は
大
手
口
に
接
す
る
道
を
「
犬

追
馬
場
」
と
い
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
の
犬
追
物
開
催
は
『
上
井
覚
書
日
記
』
天
正
三
年

置一

ﾜ
七
五
）
十
一
月
一
日
半
に
も
み
え
る
。

○
阿
多
麓
（
金
峰
町
花
茎
）

　
加
世
田
か
ら
わ
ず
か
ニ
キ
油
津
ー
ト
ル
離
れ
た
有
瀬
の
小
字
城
内
に
も
犬
の
馬
場
が
あ

る
が
、
こ
れ
は
阿
多
城
の
麓
の
一
角
で
、
広
い
田
面
を
前
に
す
る
道
路
と
集
落
一
角
の
名

前
だ
っ
た
。

　
i
畑
瀬
と
い
う
と
こ
ろ
は
広
い
で
す
よ
。
こ
こ
の
本
籍
は
花
瀬
（
ハ
ナ
ゼ
）
一
七

七
三
番
地
。
字
は
上
の
バ
バ
、
阿
多
麓
の
う
ち
に
な
る
。
「
イ
ッ
ノ
バ
バ
」
聞
い
た
こ
と

あ
り
ま
す
。
通
り
の
名
前
。
あ
の
ね
、
む
か
し
の
殿
様
が
犬
の
散
歩
、
そ
れ
か
ら
犬
の
訓

練
、
弓
を
教
え
た
。
射
場
ド
ン
と
い
う
と
こ
ろ
も
城
（
ジ
ョ
ウ
）
と
い
う
と
こ
ろ
も
あ
る
。

う
ち
は
そ
の
ジ
ョ
ン
サ
コ
か
ら
出
て
き
ま
し
た
。
奥
の
方
に
お
っ
た
ん
で
す
よ
。

伊
地
知
ひ
さ
さ
ん
（
大
正
九
年
生
ま
れ
）
よ
り
。
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○
志
布
志
麓

　
「
志
布
志
旧
記
」
に
は
永
和
頃
、
大
隅
国
争
仁
院
・
志
布
志
城
の
犬
馬
場
（
い
ん
の
ば

ば
）
に
て
島
津
氏
久
が
犬
追
物
を
始
め
る
と
あ
る
。
『
島
津
国
史
』
に
は
応
永
八
年
（
一

四
〇
一
）
島
津
元
久
方
の
新
納
実
久
が
そ
の
志
布
志
・
松
尾
城
を
出
て
、
攻
め
る
伊
久
方

本
田
忠
親
と
南
東
犬
馬
場
に
て
戦
っ
た
と
あ
る
。
現
地
で
犬
の
馬
場
と
呼
ば
れ
て
い
る
の

は
お
仮
屋
、
す
な
わ
ち
館
の
前
面
の
道
路
で
あ
っ
た
。
現
在
志
布
志
小
学
校
敷
地
に
な
っ

て
い
る
高
い
側
が
館
で
、
そ
の
前
面
の
低
い
方
の
グ
ラ
ン
ド
が
、
犬
の
馬
場
の
跡
で
は
な

い
か
と
思
わ
れ
た
。
地
名
は
そ
の
グ
ラ
ン
ド
の
前
の
道
路
に
付
さ
れ
て
い
る
。

○
伊
集
院
・
麓

　
薩
摩
伊
集
院
・
麓
で
は
、
犬
之
馬
場
（
い
ぬ
の
ば
ば
）
に
あ
る
南
方
（
み
な
み
か
た
）

神
社
は
地
頭
館
（
仮
屋
）
の
隣
地
と
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
館
の
前
に
犬
の
馬
場
が
置
か
れ
る
事
例
は

石
見
（
益
田
市
）
益
田
本
郷
・
若
齢
の
馬
場
、
下
弓
の
馬
場

肥
前
小
城
郡
北
浦
（
小
城
町
、
千
葉
館
）
、
藤
津
郡
（
鹿
島
市
）
浜
町
野
島
・
四
王
馬
場

（
松
岡
城
）
　
東
彼
杵
郡
（
大
村
市
）
三
城
・
乾
馬
場
（
大
村
城
）
、
高
来
郡
（
国
見
町
）

宮
田
名
戌
亥
馬
場
（
結
城
城
）

な
ど
、
事
例
と
し
て
は
か
な
り
多
い
か
ら
、
一
つ
の
類
型
と
い
え
る
。

　
B
　
川
原
、
原
野
、
山
上
の
芝
地
・
荒
蕪
地
に
設
定
さ
れ
た
犬
の
馬
場

　
も
う
一
つ
の
類
型
が
川
原
の
芝
地
や
山
の
上
に
置
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。
播
磨
守
護
赤

松
氏
が
「
山
を
引
き
な
ら
し
て
犬
馬
場
に
用
意
」
し
た
事
例
（
津
守
氏
昭
記
）
や
、
薩
摩

島
津
氏
で
の
「
犬
馬
場
未
調
」
（
『
旧
記
雑
録
附
録
二
』
○
＝
二
四
六
号
）
と
し
た
史
料
も

あ
っ
て
、
す
べ
て
が
当
初
か
ら
準
備
さ
れ
、
完
成
さ
れ
た
犬
の
馬
場
ば
か
り
で
は
な
か
っ

た
。○
豊
後
玖
珠
郡
玖
珠
町
の
犬
の
馬
場
は
、
南
北
朝
期
に
攻
防
の
中
心
と
な
っ
た
玖
珠
城
跡
、

す
な
わ
ち
切
株
山
の
麓
に
あ
る
が
、
玖
珠
川
の
氾
濫
原
に
あ
っ
て
、
地
目
は
芝
地
と
な
っ

て
い
た
（
『
玖
珠
町
史
』
）
。

○
田
川
郡
金
田
町
・
犬
ノ
馬
場

　
旧
彦
山
川
（
東
）
と
旧
中
元
寺
川
（
西
）
の
間
に
低
い
丘
陵
が
あ
り
、
そ
こ
に
久
永
、

四
郎
丸
、
持
尾
（
持
王
）
、
清
徳
（
生
得
）
、
成
松
な
ど
中
世
「
二
階
堂
文
書
」
に
み
え
る

名
（
み
よ
う
）
地
名
が
あ
る
。
犬
の
馬
場
は
久
永
の
前
面
、
西
側
に
な
る
。
中
元
寺
川
に

近
接
し
て
い
る
の
で
、
氾
濫
原
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
（
服
部
『
景
観
に
さ
ぐ
る
中
世
』

四
五
八
頁
）
。

○
城
井
馬
場
（
木
井
馬
場
）

　
＊
榜
厳
寺
お
よ
び
宇
都
宮
神
社
に
て
（
蒔
河
千
歳
、
中
村
千
代
麿
氏
ら
よ
り
）

　
弓
の
馬
場
は
宇
都
宮
神
社
の
中
、
犬
の
馬
場
は
郵
便
局
の
裏
、
正
反
対
の
位
置
に
あ
る
。

あ
っ
ち
は
イ
ン
ノ
バ
バ
と
い
い
ま
す
。
戦
後
開
墾
し
て
ト
ウ
イ
モ
な
ん
か
作
っ
た
。
こ
ん

な
木
や
ら
あ
っ
た
。

　
（
宇
都
宮
神
社
）
弓
の
馬
場
は
直
線
、
流
鏑
馬
を
し
ま
す
。
十
月
一
日
小
口
あ
け
、
ジ

ガ
ン
、
お
客
と
し
て
お
願
い
。
八
日
は
ホ
ン
ギ
ョ
ウ
、
九
日
が
流
鏑
馬
。
射
手
は
村
人
、

的
は
三
つ
あ
っ
て
、
二
つ
ぐ
ら
い
は
当
た
っ
た
。
落
馬
は
な
か
っ
た
。
農
家
に
馬
が
い
た

と
き
は
三
頭
ぐ
ら
い
。
あ
と
で
は
ケ
イ
バ
馬
の
古
く
な
っ
た
の
を
借
り
た
。
青
年
の
人
、

流
鏑
馬
が
す
ん
だ
ら
、
い
っ
ぱ
い
、
い
っ
ぱ
い
飛
ば
し
た
。
そ
れ
が
も
の
す
ご
く
走
る
ん

で
す
。
昭
和
三
五
年
ぐ
ら
い
ま
で
や
っ
た
。

　
こ
こ
は
た
だ
の
馬
場
、
向
こ
う
の
イ
ン
ノ
バ
バ
も
弓
の
馬
場
が
正
式
の
名
前
と
思
う
。

小
さ
い
頃
行
っ
た
け
ど
、
射
的
場
み
た
い
だ
っ
た
。
上
に
い
け
ば
平
地
に
な
っ
て
い
る
。

い
ま
は
藪
だ
け
ど
、
野
中
の
ク
ン
ち
ゃ
ん
の
う
え
。

○
熊
本
県
錦
町
木
上
（
き
の
え
）
岩
城
（
い
わ
ん
じ
ょ
う
）
犬
の
馬
場

　
平
坦
な
水
田
の
中
で
あ
る
。
イ
ワ
ン
城
に
近
接
し
て
い
る
が
、
麓
か
ら
は
は
ず
れ
た
水

田
で
あ
る
。
か
つ
て
は
球
磨
川
の
氾
濫
原
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

○
宮
崎
市
古
城
、
宮
崎
城
下
の
犬
ノ
馬
場
に
つ
い
て
は
、
千
田
嘉
博
氏
が
河
原
（
大
淀
川

か
）
で
あ
る
と
紹
介
し
て
い
る
（
『
地
名
を
歩
く
』
三
五
頁
）
。
国
富
町
深
年
老
ノ
馬
場
も

同
様
、
河
原
ら
し
い
（
若
山
浩
章
氏
ご
教
示
に
よ
る
）

○
別
府
市
鶴
見
に
も
字
犬
の
馬
場
が
あ
っ
て
、
小
字
位
置
図
は
『
別
府
市
史
』
（
旧
版
）

に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
現
地
は
実
相
寺
山
の
西
に
当
た
り
、
大
字
原
の
う
ち
で
あ
る
が
、

大
字
馬
場
と
の
境
界
に
な
る
。
今
で
こ
そ
宅
地
化
し
て
い
る
が
、
か
つ
て
は
茅
志
野
で
、

と
て
も
広
か
っ
た
。

　
小
学
校
の
頃
、
遊
べ
る
く
ら
い
、
広
か
っ
た
。
た
だ
の
ス
ス
キ
の
ノ
ッ
パ
ラ

（
久
士
目
彰
さ
ん
・
昭
和
二
五
年
生
ま
れ
）
。

○
福
岡
県
若
宮
町
西
山
（
浅
ヶ
谷
）
の
犬
の
馬
場
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こ
の
浅
ヶ
谷
の
本
谷
を
上
り
つ
め
た
と
こ
ろ
、
西
山
山
頂
の
近
く
に
犬
の
馬
場
と
い
う

場
所
が
あ
る
。

「
犬
の
訓
練
を
し
た
と
聞
い
て
い
る
。
平
ら
な
と
こ
ろ
、
石
の
な
い
山
、
戦
後
は
開
墾
し

て
里
芋
な
ん
か
作
っ
た
。
こ
ん
に
ゃ
く
が
よ
か
場
所
。
な
だ
ら
か
で
、
谷
は
平
た
い
し
、

近
け
り
ゃ
果
樹
園
に
で
も
し
た
い
と
こ
ろ
、
遠
い
だ
け
。
馬
で
も
犬
で
も
何
だ
っ
て
十
分

走
れ
る
よ
。
ウ
サ
ギ
や
ら
多
か
っ
た
。
」

　
こ
の
山
の
上
に
も
犬
の
馬
場
が
実
在
し
た
の
か
、
そ
れ
と
も
犬
の
馬
場
の
よ
う
な
と
こ

ろ
と
い
う
比
喩
だ
っ
た
の
か
。
い
ま
は
わ
か
ら
な
い
が
、
命
名
し
た
人
た
ち
が
犬
の
馬
場

を
よ
く
知
っ
て
い
た
こ
と
は
ま
ち
が
い
な
い
。
西
山
に
は
現
在
、
自
衛
隊
飯
塚
駐
屯
地
の

ヘ
リ
ポ
ー
ト
が
作
ら
れ
て
い
る
。
太
平
洋
戦
争
中
も
本
土
防
衛
隊
が
駐
屯
し
た
と
い
う
。

こ
の
山
上
に
小
部
隊
を
置
け
ば
、
戦
略
上
有
利
に
な
る
。
西
山
か
ら
は
立
花
山
を
は
じ
め

糟
屋
郡
、
宗
像
郡
、
御
笠
郡
、
鞍
手
郡
へ
の
展
望
が
利
く
。
い
ま
西
山
山
上
に
城
跡
が
あ

る
と
い
う
記
録
は
な
く
、
遺
構
も
確
認
で
き
な
い
が
、
室
町
、
戦
国
時
代
に
兵
士
が
滞
在

し
、
し
ば
し
犬
追
物
の
訓
練
を
し
た
こ
と
は
十
分
想
定
で
き
る
。
略
式
の
犬
追
物
が
開
催

さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
尾
根
続
き
の
南
方
ニ
キ
ロ
、
標
高
五
八
三
メ
ー
ト
ル
に

熊
が
城
跡
（
犬
鳴
山
）
も
あ
り
、
西
山
と
そ
れ
ほ
ど
の
標
高
差
は
な
い
。
こ
う
し
た
高
山

に
武
士
が
登
る
こ
と
も
あ
っ
た
。

カ
ミ
ツ
ル
…
」
（
阿
南
正
芳
氏
女
子
）
。

　
田
は
か
な
り
広
い
が
、
あ
る
時
期
（
昭
和
初
期
か
）
、
耕
地
整
理
し
た
も
の
の
よ
う
だ
っ

た
。　
こ
れ
ら
二
例
は
い
ず
れ
も
上
記
B
の
一
変
形
か
も
し
れ
な
い
。
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C
　
斜
面
地
な
ど
に
あ
っ
て
、
理
解
が
む
ず
か
し
い
も
の

　
さ
き
に
み
た
淡
路
・
神
代
社
家
の
よ
う
な
例
は
い
く
つ
か
あ
る
。

○
宗
像
市
武
丸
犬
の
馬
場

　
宅
地
造
成
の
前
は
田
ん
ぼ
だ
っ
た
。
岡
の
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
畑
か
水
田
、
墓
地
も

あ
っ
た
。
田
は
三
、
四
等
。
長
浦
が
か
り
。
ト
ン
ネ
ル
、
暗
渠
で
犬
の
馬
場
の
所
ま
で
き

て
い
る
。
造
成
の
時
、
あ
ら
ゆ
る
所
か
ら
素
焼
き
の
土
器
が
出
た
。
山
田
し
げ
あ
き
さ
ん

よ
り
。
○
緒
方
町
小
宛
（
お
あ
て
）
犬
の
馬
場

　
現
地
は
牧
原
集
落
の
前
に
展
開
す
る
水
田
で
、
一
枚
一
枚
は
か
な
り
広
か
っ
た
が
、
だ

ん
だ
ん
に
な
っ
た
斜
面
地
で
あ
っ
た
。

「
い
わ
れ
な
ん
か
聞
い
た
こ
と
が
な
い
。
台
帳
に
載
っ
て
る
だ
け
。
井
手
か
ら
下
、
五
畝

ぐ
ら
い
。
下
は
だ
ん
だ
ん
も
あ
る
。
周
り
の
地
名
は
ヒ
ラ
セ
、
オ
オ
タ
ビ
ラ
、
シ
モ
ツ
ル
、



第
三
章
　
唐
房
と
今
唐
房

　
A
　
文
献
上
の
唐
房
（
唐
坊
）
・
宋
人
居
留
地

　
唐
房
の
名
が
見
え
る
平
安
時
代
の
文
献
が
二
点
あ
る
。

　
「
博
多
津
唐
房
」
と
あ
る
の
は
永
久
四
年
（
二
一
六
）
近
江
西
教
寺
経
巻
奥
書
で
あ

る
。西
教
寺
蔵
『
両
巻
疏
知
礼
記
』
上
巻
奥
書
（
下
巻
奥
書
も
ほ
ぼ
同
内
容
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

永
久
四
年
歳
次
丙
午
五
月
十
一
日
、
筑
前
国
忌
多
津
唐
房
大
山
船
倉
三
郎
船
頭
房
、
以
有

智
面
明
光
房
唐
本
移
書
畢
、
已
上

　
三
郎
と
い
う
い
い
方
は
日
中
に
共
通
す
る
と
い
う
。
聾
の
よ
う
な
日
本
で
は
ほ
と
ん
ど

使
わ
れ
な
い
文
字
・
名
前
か
ら
す
れ
ば
、
唐
房
に
住
む
彼
は
宋
人
で
あ
ろ
う
。
大
山
は
宝

満
山
麓
・
大
山
寺
（
有
智
山
寺
）
で
あ
る
。
博
多
に
住
み
大
宰
府
と
も
太
い
パ
イ
プ
が
あ
っ

た
。
大
山
寺
（
有
智
山
寺
）
は
延
暦
寺
の
強
い
影
響
下
に
あ
っ
た
。
い
ま
の
西
教
寺
は
比

叡
山
麓
坂
本
に
あ
り
、
天
台
真
盛
派
総
本
山
だ
が
、
も
と
も
と
は
比
叡
山
に
あ
っ
た
寺
で

あ
る
。
奥
書
に
は
続
い
て
「
正
応
二
年
末
丑
三
月
三
十
日
（
＊
下
巻
は
「
上
旬
」
）
於
台

山
西
塔
北
尾
花
王
房
事
東
塔
西
谷
宝
蔵
房
本
書
写
了
」
と
あ
る
か
ら
、
延
暦
寺
の
関
係
者

に
よ
っ
て
、
博
多
周
辺
に
あ
っ
た
経
本
が
東
塔
宝
蔵
房
に
運
ば
れ
て
、
筆
写
さ
れ
た
こ
と

が
わ
か
る
。

　
　
ム
　

　
「
ハ
ナ
カ
タ
ノ
唐
防
」
と
あ
る
の
は
『
教
訓
抄
』
で
、
永
長
二
年
（
一
〇
九
七
）
に
死

去
し
た
琵
琶
の
名
人
、
太
宰
権
帥
垂
込
信
の
説
話
集
で
あ
る
。
「
ハ
ナ
カ
タ
」
に
つ
い
て

は
博
多
説
と
宗
像
説
が
あ
る
が
、
ム
の
撲
ね
が
弱
く
ハ
の
文
字
に
近
く
な
っ
た
と
み
る
の

が
自
然
で
あ
ろ
う
。
平
安
時
代
に
は
、
博
多
お
よ
び
宗
像
の
両
所
に
文
献
に
登
場
す
る

一
唐
房
」
（
唐
防
）
が
あ
っ
た
。
中
国
人
・
島
人
の
住
む
一
画
が
あ
っ
た
。
「
唐
房
」
の

コ
房
」
に
は
■
い
え
、
建
物
」
、
「
坊
」
に
は
「
へ
や
1
1
房
、
町
、
市
街
」
の
意
味
が
あ
る
。

琉
球
久
米
村
の
場
合
は
「
唐
営
」
と
い
っ
た
。
「
営
」
は
櫓
と
り
で
」
、
「
す
ま
い
」
の
意

で
あ
る
。
の
ち
に
は
「
唐
墨
」
と
表
記
し
た
。
「
唐
絹
」
と
も
い
わ
れ
た
の
は
長
崎
、
唐

人
屋
敷
で
あ
る
。
中
国
南
部
、
広
州
の
ア
ラ
ビ
ア
人
居
住
区
は
「
蕃
坊
」
と
呼
ば
れ
て
い

た
（
『
豊
田
武
著
作
集
　
3
・
商
人
と
交
通
』
一
五
六
頁
）
。

　
唐
房
は
む
ろ
ん
時
代
と
と
も
に
形
態
は
変
わ
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
明
の
『
武
備
志
』

（
天
啓
元
年
・
一
六
二
こ

の
名
が
見
え
、
「
大
唐
街
」

る
。

に
は
、
花
旭
塔
津
（
は
か
た
つ
）
と
法
寄
敏
描
…
機
（
は
こ
さ
き
）

な
る
町
が
あ
る
が
、
す
で
に
日
本
人
に
同
化
し
て
い
る
と
あ

花
旭
塔
津
為
中
津
、
地
方
広
闊
人
煙
湊
集
中
国
本
商
無
不
聚
土
地
有
松
聖
書
長
十
里
名
＋

里
有
百
里
種
土
名
法
寄
熟
畑
乃
廟
先
也
、
有
一
型
名
大
唐
街
唐
人
留
彼
、
相
伝
今
尽
為
倭

也　
目
的
地
を
山
城
と
し
、
坊
津
は
す
べ
て
の
船
が
必
ず
立
ち
寄
る
出
路
、
博
多
は
三
津
の

中
津
、
洞
津
（
あ
の
つ
）
は
末
津
と
す
る
。
こ
う
し
た
表
現
は
、
正
確
な
記
述
に
は
思
わ

れ
な
い
。

　
た
だ
し
宗
像
、
博
多
の
双
方
に
宋
人
居
留
地
・
唐
房
が
あ
っ
た
こ
と
に
同
じ
く
、
『
武

備
志
』
の
記
述
か
ら
箱
崎
に
子
房
が
あ
っ
た
と
読
む
こ
と
が
で
き
る
し
、
実
際
に
貝
原
益

軒
は
そ
う
読
ん
で
い
る
（
『
筑
前
国
続
風
土
記
』
表
粕
屋
郡
）
。

　
戦
国
期
に
石
堂
川
新
河
口
が
開
削
さ
れ
る
ま
で
、
博
多
・
箱
崎
は
地
続
き
だ
っ
た
。

「
廟
先
」
と
い
う
表
現
は
的
確
で
あ
る
。
仁
平
元
年
（
一
一
五
一
）
の
宋
人
王
昇
後
家
の

追
捕
事
件
を
語
る
文
治
二
年
（
一
一
八
六
）
の
中
原
師
尚
勘
状
案
（
『
鎌
倉
遺
文
』
一
一

一
五
七
）
で
も
、
「
押
混
筥
崎
・
博
多
」
と
あ
る
。
近
年
の
発
掘
調
査
の
進
行
で
、
箱
崎

遺
跡
か
ら
花
文
軒
丸
瓦
お
よ
び
波
状
文
軒
平
瓦
が
出
土
し
た
。
瓦
当
面
に
花
（
牡
丹
か
）

の
模
様
が
あ
る
瓦
と
、
軒
平
に
顕
著
な
波
が
あ
る
瓦
で
あ
る
。
と
も
に
日
本
の
瓦
に
は
見

ら
れ
な
い
。
中
国
・
寧
波
方
面
に
は
ふ
つ
う
の
瓦
で
あ
る
。
博
多
遺
跡
で
も
出
土
例
が
あ

る
。
瓦
自
体
を
持
ち
込
ん
だ
か
、
籠
を
持
ち
込
ん
で
焼
か
せ
た
か
で
あ
ろ
う
。
出
土
量
自

体
が
少
な
い
の
で
、
前
者
か
も
し
れ
な
い
。
シ
ン
ボ
ル
的
な
使
用
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
博

多
と
同
様
、
箱
崎
に
中
国
の
文
化
社
会
が
あ
っ
た
。
唐
津
に
ち
が
い
な
い
。
ほ
か
こ
の
遺

跡
か
ら
は
越
州
窯
系
青
磁
碗
の
出
土
も
あ
っ
た
。
大
唐
街
は
博
多
に
も
あ
っ
た
が
、
連
続

す
る
か
の
よ
う
に
箱
崎
に
も
あ
っ
た
。

　
建
保
六
年
（
一
二
一
八
）
頃
の
箱
崎
宮
に
は
「
華
人
御
楽
免
田
」
が
二
十
六
町
も
あ
っ

て
、
そ
こ
か
ら
は
大
唐
絹
ほ
か
の
調
進
が
要
求
さ
れ
て
い
る
（
類
聚
国
史
紙
背
文
書
）
。

箱
崎
は
ま
ち
が
い
な
く
律
令
国
家
に
お
け
る
大
宰
府
貿
易
の
拠
点
・
中
枢
で
あ
る
。
刀
伊

の
入
冠
に
際
し
て
攻
撃
目
標
に
な
っ
た
の
は
警
固
所
お
よ
び
箱
崎
宮
で
、
文
永
の
役
で
も
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同
じ
く
赤
坂
山
（
警
固
所
に
同
じ
場
所
、
現
在
の
福
岡
城
跡
）
と
箱
崎
宮
が
攻
撃
さ
れ
た
。

防
衛
、
そ
し
て
外
交
・
交
易
の
心
臓
部
が
ね
ら
わ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
宗
像
、
博
多
、
箱
崎
の
ほ
か
、
文
献
上
で
宋
人
住
居
が
あ
っ
た
と
想
定
で
き
る
場
所
は
、

鳥
飼
で
あ
る
。

〔
八
幡
筥
崎
宮
造
営
材
木
目
録
〕
石
清
水
文
書

一
　
大
神
殿
四
面
玉
垣
号
犬
防
　
堅
糟
西
崎
役
所
也

彼
領
主
二
人
内
　
一
人
博
多
粛
粛
張
興
　
三
分
通
事

一
人
同
綱
丁
張
英
　
号
鳥
飼
二
郎
船
頭
、
件
玉
垣
羽
十
修
理
役
所
、
依
領
家
御
下
知
、
自
建

長
五
年
以
来
者
、
一
向
於
西
崎
役
、
令
造
進
空
也

　
博
多
綱
首
が
「
鳥
飼
二
郎
」
と
称
さ
れ
て
い
た
。
従
来
の
研
究
で
は
、
博
多
に
い
た
張

英
は
、
た
ん
に
鳥
飼
に
所
領
を
有
し
て
い
た
だ
け
と
考
え
て
い
た
よ
う
だ
が
、
ふ
つ
う
は

居
住
地
を
名
前
に
冠
す
る
。
張
英
の
拠
点
（
居
住
地
）
は
鳥
飼
だ
っ
た
と
考
え
る
べ
き
で

あ
ろ
う
。
鳥
飼
に
は
箱
崎
宮
の
「
鳥
飼
定
田
十
町
」
が
あ
っ
た
。
宋
人
の
根
拠
地
を
示
唆

す
る
。
こ
れ
ま
で
の
研
究
は
鳥
飼
に
曾
比
の
居
住
地
が
あ
る
と
は
想
定
し
な
か
っ
た
わ
け

だ
が
、
そ
れ
は
今
日
的
な
地
形
判
断
か
ら
く
る
先
入
主
で
あ
っ
て
、
中
世
の
地
形
を
復
原

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
鳥
飼
に
狩
人
が
居
住
し
た
理
由
が
明
ら
か
に
な
る
。

　
鳥
飼
と
い
え
ば
、
『
竹
崎
季
長
絵
詞
』
に
「
と
り
か
ひ
の
し
お
ひ
か
た
」
（
鳥
飼
潮
干
潟
）
、

「
と
り
か
い
か
た
の
し
ほ
や
の
ま
つ
」
（
鳥
飼
潟
の
塩
屋
の
松
）
と
あ
っ
た
こ
と
が
想
起
さ

れ
る
。
「
む
ま
ひ
か
た
に
、
は
せ
た
は
し
て
、
そ
の
か
た
き
を
の
は
す
」
（
馬
、
干
潟
に
馳

せ
飛
ば
し
て
（
み
た
が
）
、
そ
の
敵
を
逃
す
）
と
あ
っ
て
、
蒙
古
兵
を
追
い
か
け
て
い
た

季
長
は
、
満
潮
の
干
潟
に
馬
の
足
を
取
ら
れ
、
全
速
力
で
追
う
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

「
あ
か
さ
か
は
む
ま
の
あ
し
た
ち
わ
ろ
く
候
」
と
あ
る
こ
と
も
、
こ
の
干
潟
の
東
側
の
状

況
を
示
す
と
考
え
た
い
。
鳥
飼
か
ら
赤
坂
に
い
た
る
干
潟
だ
っ
た
。

　
す
な
わ
ち
鳥
飼
に
は
大
き
な
干
潟
が
あ
っ
た
。
こ
れ
を
樋
井
川
・
鳥
飼
内
湖
と
仮
称
す

る
。
文
永
合
戦
の
あ
っ
た
こ
の
日
、
十
月
二
十
日
（
陰
暦
）
は
月
齢
十
九
、
潮
は
中
潮
で
、

朝
六
時
が
干
潮
、
正
午
が
満
潮
だ
っ
た
。
合
戦
の
あ
っ
た
時
間
帯
は
干
潮
か
ら
満
潮
に
向

か
っ
て
い
た
。

　
今
の
大
濠
公
園
は
樋
井
川
・
鳥
飼
干
潟
（
内
湖
）
の
残
存
部
分
で
あ
る
。
正
保
福
博
絵

図
に
樋
井
川
左
岸
に
「
し
お
や
き
は
ま
」
と
書
か
れ
て
い
る
の
は
、
近
世
初
頭
に
お
け
る

鳥
飼
内
湖
の
残
存
部
分
で
あ
る
。

　
鳥
飼
言
挙
は
赤
坂
山
の
西
に
位
置
す
る
。
果
た
し
て
き
た
歴
史
的
役
割
は
大
き
い
。
鴻

臆
館
の
立
地
は
む
ろ
ん
こ
の
内
湖
、
そ
し
て
入
り
こ
ん
で
く
る
船
（
艀
）
を
意
識
し
た
も

の
だ
。

　
今
日
と
異
な
り
、
か
つ
て
の
樋
井
川
は
今
の
大
濠
に
流
入
し
て
か
ら
博
多
湾
に
出
て
い

た
。
そ
の
様
子
は
慶
長
国
絵
図
に
明
瞭
に
描
か
れ
て
い
る
。
内
鼠
・
干
潟
の
輪
重
化
を
目

指
し
て
樋
井
川
の
付
け
替
え
が
行
わ
れ
た
。
現
在
の
地
図
に
五
〇
セ
ン
チ
単
位
の
等
高
線

を
示
せ
ば
、
樋
井
川
が
標
高
一
メ
ー
ト
ル
台
か
ら
、
下
流
に
あ
た
る
六
メ
ー
ト
ル
台
の
砂

丘
に
向
か
っ
て
流
れ
る
こ
と
が
明
白
で
あ
る
（
服
部
『
歴
史
を
読
み
解
く
』
）
。
明
瞭
な
人

工
河
川
で
あ
る
。
現
在
の
樋
井
川
河
口
近
く
、
鳥
飼
砂
丘
を
今
川
と
い
い
、
今
川
橋
が
か

か
っ
て
い
る
。
『
筑
前
国
続
風
土
記
拾
遺
』
早
良
郡
鳥
飼
村
の
項
に
も

○
川
、
二
流
あ
り
。
東
南
に
あ
る
を
田
島
川
と
云
、
其
源
東
油
山
柏
原
等
よ
り
出
て
、
此

村
の
西
に
奏
し
て
新
川
に
合
し
て
北
海
に
入
る
。
此
辺
に
て
今
川
と
云
。
新
川
は
小
流
也
。

其
源
七
隈
よ
り
出
つ
。
又
村
の
東
に
薦
非
有
。
田
水
の
落
合
小
流
な
り
。

と
あ
る
。
排
水
路
と
し
て
樋
井
川
新
河
口
（
今
川
）
が
掘
削
さ
れ
た
。
連
続
し
て
黒
門
川
、

薦
川
も
砂
丘
を
断
ち
切
っ
て
作
ら
れ
た
。
薦
川
流
路
は
大
濠
を
取
り
巻
い
て
お
り
、
大
濠

へ
の
雨
水
流
入
を
防
ぐ
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
そ
れ
以
前
に
は
内
心
の
乾
陸
化
は
行
わ

れ
て
お
ら
ず
、
鳥
飼
内
題
は
干
満
の
影
響
を
受
け
て
い
た
。
今
津
干
潟
に
き
わ
め
て
よ
く

似
た
地
形
で
あ
る
。
博
多
津
も
御
笠
川
（
石
堂
川
）
の
開
馨
以
前
に
は
、
那
珂
川
内
湖
が

あ
っ
て
酷
似
の
地
形
で
あ
る
。
後
述
す
る
姪
浜
（
名
柄
川
内
湖
）
も
、
ま
た
箱
崎
津
（
多
々

良
川
・
宇
美
川
内
湖
）
も
同
様
の
地
形
で
あ
っ
て
、
い
ず
れ
も
港
津
（
貨
物
上
陸
地
）
の

発
達
に
適
し
て
い
た
。

　
B
　
地
名
一
覧

　
つ
ぎ
に
地
名
と
し
て
残
る
唐
紅
を
追
跡
し
て
み
よ
う
。

北
九
州
の
唐
房
地
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
ら
じ

　
福
岡
県
宗
像
　
津
屋
崎
在
自
唐
坊
地

　
福
岡
市
姪
浜
当
方
・
稲
当
方
、
下
山
門
今
東
方

　
佐
賀
県
唐
津
市
佐
志
　
唐
房
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長
崎
市
矢
上
　
東
望
（
東
房
）

　
長
崎
県
口
之
津
町
東
方
（
唐
人
町
に
隣
接
）

　
長
崎
県
松
浦
市
大
崎
　
東
防

鹿
児
島
県
の
唐
房
地
名

　
川
内
市
五
代
町
当
房
（
と
う
ぼ
う
）

　
垂
水
市
当
房
比
良
（
と
う
ぼ
う
ひ
ら
）

　
加
世
田
市
別
府
・
小
湊
当
房
（
と
う
ぼ
う
）

　
加
世
田
市
益
山
当
房
薗
（
と
う
ぼ
う
ぞ
ん
）

　
喜
入
町
生
見
（
ぬ
く
み
）
　
東
方
（
東
房
）
（
と
ぼ
）

＊
川
内
市
の
そ
れ
は
永
仁
三
年
（
一
二
九
五
）
十
一
月
四
日
武
光
師
兼
薗
地
配
分
状

（『

剔
q
遺
文
』
二
五
一
一
八
九
二
七
）
に
み
え
る
、
「
吉
枝
名
内
」
（
薩
摩
郡
）
の

一
所
　
蒔
崎
唐
坊
薗
　
限
東
彦
次
郎
殿
垣
根
　
限
西
今
分
堺
在
之
　
限
北
八
講
田
波
多

　
　
　
限
南
大
河

に
相
当
す
る
。

　
加
世
田
市
の
そ
れ
は
延
文
六
年
（
＝
二
六
一
）
四
月
二
十
日
島
津
道
春
譲
状
（
『
南
北

朝
遺
文
』
九
州
編
四
－
四
二
六
七
）
の
な
か
で
、
譲
ら
れ
た
加
世
田
別
府
五
ヶ
所
の
う
ち

に
、
秋
目
と
な
ら
ん
で
書
か
れ
た
唐
坊
に
、
そ
れ
ぞ
れ
該
当
す
る
と
い
う
（
柳
原
敏
昭

「
九
州
の
唐
坊
・
唐
房
の
由
来
を
探
る
」
・
『
地
名
を
歩
く
』
、
所
収
）
。
地
名
化
し
て
い
た
の

か
、
こ
の
時
期
ま
で
宋
人
の
活
動
が
あ
っ
た
の
か
は
わ
か
ら
な
い
。
　
　
（
二
六
四
頁
へ
）
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